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MMWIN眼科連携は、視力、眼圧など基本的なデータからOCTや視野といった画像

データまで、データベースにあがるものはすべて見ることができ、遠隔の場にいても、

同じ患者情報を参照し合い、その所見について議論することができる環境となってい

ます。

ＭＭWIN眼科連携が導入される前は、学会や講演会の場に写真や資料等を持参し、話ができるチャンスを待ってケース相談

をするか、または電話で相談することが主となっていました。電話での相談の場合、お互いに共有する資料が十分でないまま口

頭での説明となってしまい、ポイントとする点が先生によって異なるということもありましたが、現在はお互いに画像を見なが

ら話すことが可能となり、非常にスムースにコンサルトできるようになりました。

この環境を利用して、週に１回、東北大学病院眼科医が診療に伺っている病院と、コ

ンサルトの機会を持っています。また、近隣の開業医の先生との連携も頻繁に行ってい

ます。具体的には、主に新規の患者さんを対象に、MMWINのデータを見ながら主治医

の先生にプレゼンしていただいて、スクリーニングし、診断するということを行ってい

ます。

若手の先生が規模の大きい病院へ赴任している場合、バックアップすることで先生方

の診療の向上にもつながりますので、困っている症例のカルテ診療や医局全体でのケー

スディスカッションのプレゼンの際にもMMWINのデータを活用しています。こういっ

た使い方ができるところが素晴らしいと思います。

緑内障の患者さんは使用してはいけない薬がたくさんありますが、服薬の状況を患者さんに聞いてはっきりとわからない際、

MMWINで病名や処方内容等の情報を得ることが可能となります。また、糖尿病のため受診している患者さんに糖尿病網膜症

があるかどうかを知りたい際、MMWINで眼底写真と診断内容を確認すれば、診療科をまたぐ紹介状のやりとりが不要となる

場合もあります。医師にとって重要な情報をMMWIN加入によって得られるということは、大きな価値があるのではないかと

思います。

今後は、眼科の先生が他科の何を知りたいのかといった情報を更に集め、MMWIN上の目立つところにリスト化する環境を

作っていく必要があると思います。ユーザー側の医師が何を望むか、そのデータを共有することで宮城県の診療レベルが上が

る、そういった流れをMMWINが音頭を取り、盛り上げていくことが次のステージになると期待しています。

MMWINの遠隔カンファシステムを利用した遠隔診療ができるようになれば、一般診療ではわからない症例について専門医

によるコンサルトの場が持てるようになると思います。地域の拠点となる病院を決め、開業医の先生、関連病院の先生が拠点

病院に患者さんを紹介し、そこに遠隔診療の環境があれば、コンサルトする時間を作りやすくなると思います。

中澤 徹 先生

MMWINを活用したコンサルトの様子

関連病院 とのコンサルトに

東北大学大学院医学系研究科

神経・感覚器病態学講座眼科学分野教授 中澤徹先生

が活用されています

国立病院機構 仙台西多賀病院様は、筋ジストロフィー・神経難病･重症心身障害児（者）・骨・運動器疾患などを

中心として、地域のニーズに根ざし患者目線に立った安心で質の高い医療の提供を目指しております。さらに、新た

な治療法の開発を目標とした臨床研究を進めておられます。

この度、仙台西多賀病院様のご協力により、来院されている患者さんへ「みやぎ医療福祉情報ネットワーク」への

加入案内活動を8月末より始めています。

開設にあたっては、病院側のご配慮により１F正面フロア東側に加入

特設コーナーを設けていただきました。コーナーには紹介ポスター掲示

や紹介資料、加入申込書類等を用意しております。来院患者さんが手軽

に手に取られるように配置していただきました。毎週火曜日と木曜日の

午前中を中心に、来院患者様への加入活動を行っております。

加入案内コーナー

眼科データ共有による円滑なコンサルト

遠隔診療への展望

更なる活用のために

加 入 活 動 報 告

【仙台圏】太白区

患者様へのご案内資料には、院長武田先生のメッセージが添えられており、加入を検討されている方は、

安心してご加入にいただいております。

案内資料には院長先生からのメッセージが添えられています



2021年4月より、近江徹広先生のご子息 史人先生が院長に着任されました。

今後、MMWINを活用した医療連携について、ご期待を寄せられています。

近江 史人先生

千葉 千絵相談員

タブレットを活用した参照事例について、千葉相談員よりお話を伺いました。

タブレットはたまに参照しています。

以前、患者さんの方から「大崎市民病院で検査したから、後で見て」と言われました。普通の血液検査でした

が、「自分の検査結果をかかりつけ医に把握して貰える」という安心感が患者さんにはあるようです。

自分としても、他院との連携の際、紹介状以外の情報や治療の詳細についてもう少し知りたかったり、逆に自

院から紹介した患者さんのその後の経過が気になったりする時があります。先生方も忙しく、なかなか「教え

てください」とは言いづらい。そんな時にその患者さんがMMWINに入っていれば、当院にとっても大きなメ

リットになります。

今後は、加入者がもっと増えると良いですね。まずは自分が「見たいな」と思った患者さんに、MMWINの

パンフレットや加入申込みの封筒を手渡してみようかなと思います。患者さんがもっと簡単にMMWINに入れ

ると良いですね。

MMWINのタブレットを使って、入居される利用者さんの病歴などを見たり、入退院時の経過を確認したり

しています。ご家族からの聞き取りや、病院から頂いた情報だけでは分からなかった過去の情報まで、MMWIN

を見ることによって詳しく知ることが出来るので助かります。

先日、施設からＡ病院に入院した方が、Ｂ病院に転院して手術を行ない、またＡ病院で治療したのち、退院

して戻ってきました。Ａ病院からは退院時の情報を頂いたのですが、後からMMWINを参照することで、転院し

た際の病院間のやり取りや手術の詳細、入院中の内服薬、点滴の種類など、より詳しい情報を知ることができ

ました。通常は病院間でしか見られない紹介状を、施設でも参照できるのは便利ですね。

新しく入所される利用者さんとそのご家族には、MMWINのパンフレットを渡し、「病院での情報や過去の病歴

を知りたいのでご加入ください」と加入のご案内をしています。殆どのご家族がその場で加入申込書を記入し

てくれます。これまでは郵送でしたが、タブレットの機能を使って簡単に申し込みが出来るなら、その場で申

し込みが出来ますね。 今後は更に利用者さんを増やし、活用していこうと思います。

9月7日に開催した「透析連携のためのMMWIN活用Web講座」にてご講演をいただいた、

吉岡まほろばクリニック武田技士長にMMWINを活用した災害時の病診連携についてお話を伺

いました。

Ｑ MMWINに透析データを挙げて頂いているが、その理由、また期待して

いることをお聞きかせください。

Ａ 第一に患者さんの情報の受け渡しはFAX運用が一般的になっています。

しかし、時間も手間もコストも掛かるため、FAXからMMWINネットワー

クシステムに変わればこういった問題が解消できると思います。

また、受け入れ側の病院がMMWINネットワークシステムでの透析情報連

携に変えるとなった時 にすぐに対応できるようにとの準備も兼ねています。

Ｑ 透析データをアップする作業はどなたがされていますか？

Ａ 一日の終了業務に組み込まれており、スタッフ全員のルーティンワークとしてデータを手動ワンクリッ

クでアップロード出来る仕組みになっています。

Ｑ 昨年より大崎市民病院との災害を想定した連携訓練を行っておられますが、この件に関して教えてくだ

さい。

Ａ 過去2回水害発生時に大崎市民病院、ＪＣＨＯ仙台病院に透析患者さん50～60人を受け入れて頂いた

際、透析情報の送信にスタッフ総出で、まる一日かかった経験があります。その意味からも平時から

災害時に備えることが重要であると思っています。また、MMWINのネットワークシステムには、まだ

まだ伸びしろがあると感じており、協議会名が「医療福祉情報ネットワーク」とあるように、災害拠点

病院と我々クリニックの透析情報連携の橋渡しになることを望んでいます。それがMMWINのあるべき

姿ではないかと思っています。

我々のような受け入れて頂く側のクリニックと、受け入れ側の災害拠点病院が一緒になってMMWIN

の運用に積極的に進んでいくことが今後望まれます。それが患者さんにとってのメリットになり、我々

の効率化、大幅なコスト削減に繋がりますので、できれば宮城県全施設での導入がなされればと感じて

います。

以上の事により、MMWINスタッフの更なるネットワークシステムのサービスや実例紹介の啓蒙活動

を期待しております。

武田 将史技士長

吉岡まほろばクリニック

【仙台圏北部】大和町

透析室 臨床工学技士長武田 将史様

院長 近江史人先生

【石巻圏】広渕 介護老人保健施設 長山 相談員 千葉千絵様

『MMWIN透析連携システム』
を活用した病診連携


